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１．概要（Summary） 
ダイヤモンド中の窒素空孔(NV: Nitrogen-Vacancy)

中心の電子スピンは、光とマイクロ波によって量子的に操

作が可能であるため、高空間分解能かつ高感度な磁場

計測に応用されている。磁気イメージング測定には、広範

囲かつ広帯域で高強度なマイクロ波を照射可能でありな

がらも、光学測定を遮らない構造のアンテナが必要である。

今回、微細加工プラットフォーム・東大拠点の設備を利用

して、磁気イメージング用のアンテナの作製を行った。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
 UV レーザープリント基板加工装置：ProtoLaser U4  
【実験方法】 

 測定装置の構成を Fig. 1 に示す。空間分解能と集光

率の高い、高 NA(0.7)の対物レンズによる広視野測定が

できるよう、0.3 mm 厚の基板にφ1.4 mm の開口を設け

て文献[1]のアンテナ構造を再設計した。装置に dxf ファ

イルとしてデザインを取り込み、パナソニック電工製銅箔

FR4 基板を加工した。また、ストリップライン形状など、複

数の回路パターンの試作を行った。なお、これらの加工は、

微細加工プラットフォーム・東大拠点にて行った。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
パラメータを変えたアンテナを数種類作製し、NV 中心

の共鳴周波数 2.87 GHz に最も近い共鳴周波数を示す

アンテナを選別した。そのアンテナでは、100 MHz を超

える広帯域な特性が確認された。Fig. 2 はフロッピーディ

スクの面直方向磁場のイメージング結果を示す。光学測

定への干渉や、マイクロ波強度の不均一による像の歪は

確認されなかった。 

 
Figure 1 Measurement configuration 

 
Figure 2 Measurement result of imaging 
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